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令和２年白老町議会定例会３月会議会議録（第４号） 

 

令和２年 ３月２６日（木曜日） 

  開  議  午前１０時００分 

  散  会  午前１１時３５分 

                                         

○議事日程 第４号 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 議会運営委員長報告 

第 ３ 行政報告について 

第 ４ 議案第２４号 令和元年度白老町一般会計補正予算（第１１号） 

                                         

○会議に付した事件 

 議案第２４号 令和元年度白老町一般会計補正予算（第１１号） 

                                         

○出席議員（１４名） 

  １番  久 保 一 美 君    ２番  広 地 紀 彰 君 

  ３番  佐 藤 雄 大 君    ４番  貮 又 聖 規 君 

  ５番  西 田  子 君    ６番  前 田 博 之 君 

  ７番  森   哲 也 君    ８番  大 渕 紀 夫 君 

  ９番  吉 谷 一 孝 君   １０番  小 西 秀 延 君 

 １１番  及 川   保 君   １２番  長谷川 かおり 君 

 １３番  氏 家 裕 治 君   １４番  松 田 謙 吾 君 

                                         

○欠席議員（なし） 

                                         

○会議録署名議員 

  ６番  前 田 博 之 君    ７番  森   哲 也 君 

  ８番  大 渕 紀 夫 君 

                                         

○地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

       町 長   戸 田 安 彦 君 

       副 町 長   古 俣 博 之 君 

       副 町 長   竹 田 敏 雄 君 

       教 育 長   安 藤 尚 志 君 

       総 務 課 長   高 尾 利 弘 君 
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       財 政 課 長   大 黒 克 己 君 

       企 画 課 長   工 藤 智 寿 君 

       経 済 振 興 課 長   藤 澤 文 一 君 

       農 林 水 産 課 長   冨 川 英 孝 君 

       生 活 環 境 課 長   本 間   力 君 

       税 務 課 長   大 塩 英 男 君 

       上 下 水 道 課 長   本 間 弘 樹 君 

       建 設 課 長   下 河 勇 生 君 

       健 康 福 祉 課 長   久 保 雅 計 君 

       子 育 て 支 援 課 長   渡 邊 博 子 君 

       高 齢 者 介 護 課 長   岩 本 寿 彦 君 

       学 校 教 育 課 長   鈴 木 徳 子 君 

       生 涯 学 習 課 長   池 田   誠 君 

       消 防 長   越 前   寿 君 

       病 院 事 務 長   村 上 弘 光 君 

       アイヌ総合政策課長   三 宮 賢 豊 君 

       経 済 振 興 課 参 事   臼 杵   誠 君 

       建 設 課 参 事   舛 田 紀 和 君 

       生 涯 学 習 課 参 事   武 永   真 君 

                                         

○説明のため出席した事務局職員 

       事 務 局 長   高 橋 裕 明 君 

       主 査   小野寺 修 男 君 
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    ◎開議の宣告 

○議長（松田謙吾君） 本日３月 26 日は休会の日ですが、議事の都合により、特に定例会３月

会議を再開いたします。 

 これより本日の会議を開きます。 

                              （午前１０時００分） 

                                         

    ◎会議録署名議員の指名 

○議長（松田謙吾君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第 109 条の規定により、議長において、６番、前田博之

議員、７番、森哲也議員、８番、大渕紀夫議員を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

                                         

    ◎議会運営委員長報告 

○議長（松田謙吾君） 日程第２、議会運営委員長報告をいたします。 

 議会運営委員会委員長から、本日の議会再開前に開催した議会運営委員会での本会議の運営

における協議の経過と結果について報告の申し出がありましたので、これを許可いたします。 

 議会運営委員会小西秀延委員長。 

〔議会運営委員会委員長 小西秀延君登壇〕 

○議会運営委員会委員長（小西秀延君） 議長の許可をいただきましたので、本日の会議前に

開催した議会運営委員会の経過と結果についてご報告いたします。 

 本委員会での協議事項は、定例会３月会議の運営に関する件であります。 

 本日、町長の提案に係るものとして、令和元年度の一般会計補正予算１件の提出がありまし

た。 

 担当課長から補正予算の説明を受け、議案１件は本日の議題に供することとしました。 

 以上、議会運営委員長の報告といたします。 

○議長（松田謙吾君） 議会運営委員長の報告がありました。 

 委員長報告に対し質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松田謙吾君） 質疑なしと認めます。 

 これで委員長報告は報告済みといたします。 

                                         

    ◎行政報告について 

○議長（松田謙吾君） 日程第３、行政報告を行います。 

 町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許可いたします。 

 戸田町長。 

〔町長 戸田安彦君登壇〕 
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○町長（戸田安彦君） 令和２年白老町議会定例会３月会議の再開にあたり行政報告を申し上

げます。 

 はじめに、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会延期に伴う聖火リレーの中止に

ついてであります。 

 新型コロナウィルス感染症の世界的な蔓延を受け、一昨日、大会組織委員会から延期が発表

されたことに伴い、聖火リレーのスタートが見送られるとともに、新たな日程に合わせて調整

が図られることになりました。 

 本町としましても町民の皆様の安全安心を守るために必要なことであると捉え、今後、新た

な聖火リレーの日程のもと、多くの方々が安心してご観覧いただけるよう、引き続き北海道並

びに関係機関との連携を図りながら準備を進めてまいります。 

 次に、ポロトミンタラ観光インフォメーションセンターの開設についてであります。 

 当初予定通り４月１日にオープンし、観光案内機能はスタートいたしますが、一般社団法人

白老観光協会が自主事業で行う特産品の展示・販売については、感染状況を踏まえた上で開始

時期や販売品目などの調整を進めていく考えであります。 

 次に、ウポポイのオープンについてであります。 

 現時点において、国においては専門家の判断を必要としながらも、４月 18 日に開園式典、24

日からの一般公開を実現したいとの意向があることを確認しております。 

 次に、新型コロナウィルス感染症に係る本町の対応についてであります。 

 現時点までに感染者及び感染の疑いのある方の報告はありませんが、感染予防に重点を置く

観点から、公共施設については３月 31 日まで閉館や自粛要請を延長しております。ただし、町

立図書館においては、閉館しながらも予約貸出しを 31 日まで実施することとしております。 

 病院においても引き続き入院患者・きたこぶし入所者への面会を控えていただいております。 

 放課後児童クラブについては、学年を限定して３月 31 日まで開設することとしております。 

 また、町内事業者への経済対策として、本日、補正予算を提案させていただいております。 

 ４月１日以降の対応につきましては、３月 27 日開催予定の対策本部会議にて近隣の動向も踏

まえながら判断してまいります。 

 今後においても、引き続き町民の皆様へ最新の情報を周知するとともに、感染拡大の抑制に

万全を期してまいります。 

 なお、本３月会議には、議案１件を追加提案申し上げておりますので、よろしくご審議賜り

たいと存じます。 

○議長（松田謙吾君） これで行政報告を終わります。 

                                         

    ◎議案第２４号 令和元年度白老町一般会計補正予算（第１１号） 

○議長（松田謙吾君） 日程第４、議案第 24 号 令和元年度白老町一般会計補正予算（第 11

号）を議題に供します。 

 提案の説明を求めます。 
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 大黒財政課長。 

○財政課長（大黒克己君） それでは、議案第 24 号の説明をさせていただきます。令和元年度

白老町一般会計補正予算（第 11 号）。 

 令和元年度白老町の一般会計補正予算（第 11 号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 8,577 万 4,000 円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ 116 億 6,183 万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費の補正） 

 第２条 繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明許費補正」による。 

 令和２年３月 26 日提出。白老町長。 

 ３ページでございます。「第１表 歳入歳出予算補正」の１歳入、４ページは２歳出でござい

ますが、記載のとおりでございますので説明は省略させていただきます。 

 続きまして、５ページ、「第２表 繰越明許費補正」でございます。このたびの繰越明許費補

正のうち、畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業、新型コロナウィルス感染症対策経営安

定化事業及び史跡白老仙台藩陣屋跡第２次環境整備事業につきましては、この後、事項別明細

書の歳出で合わせて説明をさせていただきますので、ここでの説明は省略させていただき、防

火水槽新規設置事業のみ説明をさせていただきます。９款消防費、１項消防費、事業名、防火

水槽新規設置事業、金額 825 万 8,000 円でございます。本事業は、国道 36 号の拡幅工事により

支障となった防火水槽を社台駅横に新規に設置する工事でありますが、工事の施工にあたり現

場の試掘を行ったところ、地下水が設計時に想定していた位置より高く、作業効率が低下し工

期内での竣工が困難であることから、次年度に繰越すものでございます。繰越明許費補正は以

上でございます。 

 次に、６ページの歳入歳出事項別明細書の歳出から説明をさせていただきます。12 ページを

お開きください。 

 ３款民生費、１項８目アイヌ施策推進費、（１）象徴空間周辺整備事業 200 万円の減額補正で

あります。ＪＲ白老駅前広場拡張整備工事におきまして、駐車場を整備することとしておりま

したが、北海道による支障物件の処理が完了せず工事に着手できない状況であり、現段階にお

きましても工事開始のめどが立たないことから減額するものであります。財源は一般財源の減

となりますが、あわせて財政調整基金繰入金も減額となります。 

 続きまして、２項１目児童福祉総務費、（１）放課後児童対策事業経費、財源振替であります

が、新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止のため、放課後児童クラブを２月 27 日から３月

８日まで閉所とし、９日以降も利用自粛や高学年の受入れを行わなかったことから、保護者の

経済的負担を軽減するため、３月分の利用者負担金を徴収しないこととし、17 万 7,000 円を減

額いたします。さらに小学校の臨時休校により児童クラブを午前中から開所するなどの場合、
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３月分の運営費の道負担分と町負担分を国費で負担するとしたことにより、子ども子育て支援

交付金 118 万 4,000 円が交付され、一般財源は 100 万 7,000 円の減額となるものであります。 

 続きまして、４目児童福祉施設費、ここでは（２）のほうから先に説明をさせていただきま

す。（２）新型コロナウィルス感染症対策保育環境強化支援事業 123 万 8,000 円の新規計上であ

ります。保育所及び認定子ども園等に対する国の新型コロナウィルス対策として、感染拡大防

止のため市区町村等による消毒液等の配布のための購入費や感染防止用備品購入に対する保育

所等補助金を国において補助することとしております。このことから、町内４園が購入した消

毒液や洗剤などの消耗品のほか、空気清浄機などの備品の経費について 50 万円を限度に全額補

助するものであります。財源は国庫支出金の保育対策総合支援事業補助金を全額充当いたしま

す。戻っていただきまして、（１）町立保育園運営経費、財源振替でありますが、ただいま説明

いたしました国の新型コロナウィルス対策により、規定予算で購入したマスクや消毒液など４

万 5,000 円分に対し国の補助金を充当するもので、同額一般財源の減額となります。 

 次に、４款環境衛生費、４項１目病院事業費、（１）国民健康保険病院事業会計繰出金等、財

源振替でありますが、昨年の一般会計補正予算第６号にて、アイヌ施策推進交付金を活用した

来訪者受入れ医療体制整備のため、救急担当医確保に伴う１カ月分の人件費等を病院事業会計

に対し繰出金として計上しておりますが、医師が確保できなかったことから人件費等に対する

見合いのアイヌ施策推進交付金 177 万 2,000 円を減額するもので、合わせて同額、一般財源の

増となるものであります。 

 次に、14 ページ、６款農林水産業費、１項４目畜産業費、（１）畜産・酪農収益力強化整備

等特別対策事業 8,170 万 1,000 円の新規計上でございます。本事業は、白老牛の生産拡大に向

け、収益力強化等に必要な施設整備等を行う事業者に対し支援するものであります。事業内容

でありますが、国の畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業を活用し、字森野地区において

株式会社徳寿ファームが新たに 180 頭の飼養規模の牛舎を整備するもので、事業費２億 1,120

万円に対し、国の交付予定額が事業費のおおむね２分の１の 8,170 万 1,000 円であり、これを

町経由で事業者に補助するものであります。財源は道支出金の畜産・酪農収益力強化整備等特

別対策事業補助金を全額充当いたします。なお、本事業は年度内の完了が困難であることから、

全額を次年度に繰越して執行するものでございます。 

 次に、７款商工費、１項１目商工振興費、（１）新型コロナウィルス感染症対策経営安定化事

業 100 万円の新規計上でございます。新型コロナウィルス感染症の感染拡大の影響により、町

内の中小企業等が厳しい経営を強いられていることから、制度資金の融資を受ける際に必要な

信用保証料に対し補助金を交付することとし、経営安定化に対する支援を行うものであります。

事業内容といたしましては、北海道信用保証協会信用保証料補給金交付要項を新たに制定して

運用するもので、対象とする制度資金は北海道信用保証協会の信用保証付資金とし、セーフテ

ィネット保証制度及び基金関連保証制度の対象となる資金全てとしており、既に制度資金を借

入れた中小企業者に対しても配慮することとしております。交付額は信用保証協会に支払った

保証料で、１交付者当たり 10 万円を上限として 10 件分を見込み、予算計上するものでありま
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す。財源は一般財源であります。なお、補助金の交付は令和２年度となることから、全額を次

年度に繰越して執行するものであります。 

 続きまして、８款土木費、２項１目道路維持費、（１）道路施設維持補修経費 1,000 万円の増

額補正であります。町道除雪委託料 700 万円は、今後の降雪による出動を含め不足分を増額す

るものであります。道路維持補修委託料 300 万円は、道路施設等の補修などの不足分を増額す

るものであります。財源といたしまして、国庫支出金の道路除雪事業補助金が 679 万円交付さ

れることとなったことから、これを充当し、一般財源は 321 万円であります。 

 次に、16 ページをお開きください。10 款教育費、２項２目教育振興費、（１）小学校就学援

助、特別支援教育就学奨励事業経費 80 万 5,000 円の減額補正であります。要・準要保護児童就

学援助費及び特別支援教育就学奨励費の給食費について、新型コロナウィルス感染症感染拡大

防止のため、３月を臨時休校としたことに伴い、給食の提供を停止したことから見合い分を減

額するものであります。財源は一般財源の減となります。 

 続きまして、３項２目教育振興費、（１）中学校就学援助、特別支援教育就学奨励事業経費

56 万円の減額補正であります。小学校と同様に要・準要保護生徒就学援助費及び特別支援教育

就学奨励費の給食費について、新型コロナウィルス感染症感染拡大防止のため、３月を臨時休

校としたことに伴い、給食の提供を停止したことから見合い分を減額するものであります。財

源は一般財源の減となります。 

 次に、４項４目文化財保護費、（１）史跡白老仙台藩陣屋跡第２次環境整備事業、補正額はご

ざいませんが、事業内での節の増減であります。本事業は、史跡の保全活用計画を作成するも

のでありますが、策定委員会において計画内容をまとめることができず、文化庁の指導により

次年度において継続して議論を進めることといたしました。このことから、次年度における報

償費の委員謝礼 42 万 1,000 円を旅費及び事業費の減額により予算を確保した上で、報償費 42

万 1,000 円のほか、旅費１万 6,000 円、保存活用計画策定のための印刷製本費 27 万 1,000 円、

合わせて 70 万 8,000 円を次年度に繰越して執行するものでございます。 

 次に、18 ページ、６項１目しらおい食育防災センター管理運営費、（１）しらおい食育防災

センター運営経費 149 万 3,000 円の減額補正であります。新型コロナウィルス感染症の感染拡

大防止に係る小中学校の臨時休校に伴い、給食供給を停止したことから燃料費、光熱水費など

の不用額をそれぞれ減額するものであります。財源は一般財源の減であります。（２）学校給食

食材経費 430 万 7,000 円の減額補正であります。新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止に

係る小中学校の臨時休校に伴い、給食提供を停止したことから賄い材料費の不用額を減額する

ものであります。なお、財源といたしまして、充当している給食費収入については、３月分の

学校給食費を徴収しないこととしたことから、442 万 8,000 円を減額いたします。このことに

より一般財源は 12 万 1,000 円新たに充当することといたします。 

 次に、14 款諸支出金、１項１目基金管理費、（１）各種基金積立金 100 万円の増額補正であ

ります。財政調整基金の寄付分でございますが、株式会社白老設備工業様から白老葬苑のエア

コン設置事業資金として指定寄付があったことから、今年度は財政調整基金に一旦積立てるこ
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ととし、事業実施の際に取崩して充当するものでございます。歳出は以上であります。 

 続きまして、歳入の一般財源の説明をさせていただきます。６ページにお戻りください。 

 11 款地方特例交付金、１項１目地方特例交付金の減収補てん特例交付金 82 万 9,000 円の減

額補正でありますが、交付額の確定による減額であります。 

 続きまして、２項１目子ども・子育て支援臨時交付金 266 万 2,000 円の増額補正であります。

幼児教育保育の無償化に伴う今年度の地方負担分を国の負担とすることとして、一般会計補正

予算第４号にて計上しておりますが、これにつきましても交付額の確定により増額するもので

あります。 

 続きまして、10 ページをお開きください。上段の 21 款繰越金であります。前年度繰越金 36

万円の増額補正であります。歳入の不足分の増額で、これによりまして繰越金の留保額 64 万

8,000 円となるものでございます。以上で説明を終わらせていただきます。よろしくご審議の

ほどお願い申し上げます。 

○議長（松田謙吾君） 提案の説明が終わりました。 

 これより本案に対する質疑を許します。質疑があります方はどうぞ。 

 12 番、長谷川かおり議員。 

○１２番（長谷川かおり君） 12 番、長谷川です。12 ページの保育園の町立保育園運営経費と

いうところなのですけれども、そこを４園でというところなので、これはあくまでも幼稚園は

含まれないということなのですね。その確認と、実際、私も各園に状況をお電話で確認したの

ですけれども、やはりマスクが足りないという声と、あと消毒液も足りないという声が聞かれ

ておりました。中には職員個人でマスクを購入しているのだけれども、なかなか手に入らなく

て困っているという声も聞かれておりますので、町として国からはこのように４園にとは入っ

ておりますが、実際のところ白老町内、幼稚園を含め５つの園があります。大切な子供たちが

通っているところなので、そういうところ職員の方も本当に感染しないようにということで対

策を練っていますが、町としてどのように考えているかお聞かせください。 

○議長（松田謙吾君） 渡邊子育て支援課長。 

○子育て支援課長（渡邊博子君） まず、13 ページの町立保育園の運営経費と、下の新型コロ

ナウィルス対策の支援事業についてでございます。まず、町立保育園の運営経費については、

当然町内１園の保育園しかないということでございます。そして、下のほうの新型コロナウィ

ルス対策については、これは町が民間の認定子ども園等に補助を出す場合に支払う経費という

ことで、こちらは４園が対象となっております。 

 あとはマスク、消毒液等の不足についてでございますけれども、今回のこの国の補助金も活

用しながら、各園ではマスク等を購入しているのでありますけれども、それでもまだ不足して

いるのが実情でございます。園だけではなくて、町内どこの施設でも不足がしているという状

況でございますので、在庫が確保でき次第、各園に配布していきたいと思っております。また、

先般、子供用のマスクにつきましてはご寄附、ご寄贈いただいたところもありますので、これ

については各園に配布をしているというようなところで感染防止には努めているところであり
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ます。 

○議長（松田謙吾君） ほかに質疑のあります方はどうぞ。 

 ５番、西田 子議員。 

○５番（西田 子君） 13 ページの今と同じところです。これは保育園に対してのマスクと消

毒液なのですけれども、もうすぐ４月ですね。そうなってきましたら、小学校、中学校に対し

てはどのような対応をお考えなのか、その辺一つお伺いさせてください。 

 それともう一つ、19 ページの給食のところです。430 万円、３月休んだということで賄い費

を減額しているのですけれども、それによって町内業者とか、そういう方々がどのぐらいいて、

金額はどのぐらいになったのか、それによる町内事業者の方々の影響とか、それをどのように

把握していらっしゃるのか、その２点をお伺いします。 

○議長（松田謙吾君） 鈴木学校教育課長。 

○学校教育課長（鈴木徳子君） ２点、ご質問あったかと思うのでお答えしたいと思います。

４月以降の学校の対応です。今のところ消毒液も多分、今確保している分はきっと学校が始ま

るとなくなるであろう部分も想定はしているのですが、確保できるように手配はしているとこ

ろです。マスクの部分については、きょう実はこれから北海道教育委員会と会議等を行って、

文部科学省の出た指針を受けて、どのように対応していくかというところをこれから協議する

ところではあります。ただ、示されている内容としては、マスク着用という部分については入

手困難な状況がありますので、布マスクを授業の中とかで作成してやっていくと意見としては

出されている部分がありますので、そのあたりも含めて今後どのようにするかというところは

今後決めていくことになっております。 

 それから給食費の部分です。実は町内業者のほうを止めた部分については、なるべくこれは

文部科学省のほうからも示されているのですが、４月で使えるものについては使っていくとい

うところで、実は３月の献立を立てている段階で、４月の献立のほうに振替えられるものにつ

いては全て振替えようということで、それは業者さんのほうとも話を実はしていて、４月の献

立でなるべく３月でだめだったものについては使うことと、それから早い段階で食材について

はとめることができたものですから、食材に対して損害があった部分については、実はあまり

本町においては金額的にはそう大きく業者さんにも損害を与えることがなく止められたとなっ

ておりますので、まず４月の献立で振替えることと、止めた部分については牛乳の廃棄があっ

た部分と、それから３月の献立で廃棄した食品としてはラーメンの麺と、それからこんにゃく

です。合わせた金額としては約８万 3,000 円ぐらいとなりますが、一応損額としてはそのよう

な状況になっております。 

○議長（松田謙吾君） ５番、西田 子議員。 

○５番（西田 子君） 中学校、小学校、これから授業するにあたって、やはり集団感染がお

こらないような状況の中で十分、教育委員会としても気をつけてやっていただければと思いま

す。それと学童保育のほうは今のところずっと続けていらっしゃるようなのですけれども、学

童保育のほうでも当然、このようなことはしていらっしゃると思っているのですけれども、そ
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の辺は万全なのか、そこら辺の確認だけさせてください。 

 もう一つ給食費のほうなのですけれども、牛乳の廃棄、ラーメン、こんにゃく程度だったと

いうことなのですけれども、この事業者さん方も納めることによって収益を得ているわけです

から、納めないということは１カ月、４月に振替えることができるからいいとは限らないわけ

です。その辺もできれば考慮していただきながら、その人たちが被害を最低限にできるような

状況の中でぜひ対応していただければと思います。 

○議長（松田謙吾君） 渡邊子育て支援課長。 

○子育て支援課長（渡邊博子君） 児童クラブの衛生管理についてのご質問でございました。

まず、受入れに際しては、まずご家庭にもお願いしている部分がございまして、毎朝晩の検温

と体調管理、それと発熱の症状がある場合は休ませていただくということ。また、子供だけで

はなくて、送迎時の保護者の方についてもマスクを着用していただく。それと日常生活におい

ても人ごみを避けるなどということをまずご家庭にもお願いしている上で、クラブの中におい

ても午前、午後と子供さんの体温を測っているとか、あと消毒を徹底している。また、テーブ

ルとか、ドアノブなどは徹底して消毒をしているということとか、あと昼食時、席に着きます

けれども、子供たちを必ず１メートル以上は離してお昼をとるとか、そういうようなことで衛

生管理は徹底して感染防止に努めているというようなことを行っております。 

○議長（松田謙吾君） 安藤教育長。 

○教育長（安藤尚志君） 西田議員からお話がございました小中学校の子供たちの安全確保と

いう部分でございますけれども、先ほど鈴木学校教育課長のほうからも答弁いたしましたよう

に、本日、午後から全道でテレビ会議を行いながら子供たちの環境をどのように維持していく

かということについて協議をいたします。ただ、現時点で分かっているのは、文部科学省から

示されておりますガイドラインの中では、密着、密集、密閉、この３要素が集まるとクラスタ

ーが発生しやすいということが明らかになっておりますので、こういった環境を生まないよう

に、例えば換気を頻繁に行うだとか、あるいは子供たちの手洗いもかなり徹底して行うだとか、

いろいろな工夫が多分必要だろうと思っております。その辺については初めて経験する事態で

ありますので、学校のほうとも十分相談しながら、安全に子供たちが学校に通える環境づくり

に取組んでまいりたいと思います。 

 また、学校給食の件につきましては、これも先ほどの答弁と重なりますけれども、業者のほ

うとも十分連携、連絡を図りながら、お互いに少しでもいい方法が取れるように工夫してまい

りたいと考えております。 

○議長（松田謙吾君） ほかに質疑のあります方はどうぞ。 

 ６番、前田博之議員。 

○６番（前田博之君） まず、13 ページの国民健康保険病院事業会計繰出金、これは大黒財政

課長のほうからアイヌ施策推進交付金で医師の１カ月分の人件費ですと、そして医師の確保が

できないので人件費見合いを全額振替えたということで、一般財源が増えているのですけれど

も、本来この交付金の制度からいけば、人件費見合いが医師確保ができていませんので歳出で
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もってくるはずなのだけれども、なぜ歳出戻さないでおいて一般財源だけ増えていくのか、そ

の状況について。 

 それと、15 ページの畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業、これは内容ではなく関連し

て、今の議会でも新型コロナウィルスの関係でいろいろお話ありますけれども、私はこの畜産

関係に絞ってお聞きします。現在の直近の市場価格でいいのですけれども、その肥育牛、ある

いは繁殖、これらの価格がどういうふうに推移しているのか。新聞報道によると全国的な流れ

からみれば、非常に高級牛も半減しているとかいっていますけれども、全体の流れではなくて

白老に関しての白老牛のこの市場価格、どういう状況に推移しているのか。それと、私が聞く

ところによると、白老牛のレストラン、何件かありますけれども、非常に厳しい状況にあるみ

たいなのですけれども、その辺の状況をどのように押さえているのかをお聞きします。 

○議長（松田謙吾君） 村上病院事務長。 

○病院事務長（村上弘光君） 私のほうで繰出金について先ほど大黒財政課長のほうから説明

ありました、今回財源振替させていただいた分、常勤医師の確保ができなかったということで、

今回アイヌ施策推進交付金のほうで、確かに医師の人件費、１カ月分、今回みていただいたと

いうことなのですが、結果として常勤医師が採用できなかったということに伴う財源振替とな

ってございます。まず、この常勤医師を確保におけるこれまでの動きを若干説明しますと、実

は交付金の採択を受けた時点では、実は常勤医師、新年度４名体制が取れるというようなこと

で、それがほとんど既定路線だったというようなところでございます。実は１月末に常勤医師

の方のほうから、様々な理由で採用ができないということが分かりまして、実は２月、３月、

この２カ月の中でウポポイに向けた町立病院の診療体制を構築しなければならないというよう

な事態になったというところでございます。常勤医師４名ということであれば、これまできた

嘱託の医師だとか、出張の医師につきましては当然これは３月末でお辞めいただくというよう

な流れで進んでいた動きもありまして、それからこの２月、３月の中でウポポイに向けた診療

体制を構築するというのがかなり困難を極めたというようなことがございました。結果として、

何とか会計年度任用職員の医師２名、また出張医師につきましても皮膚科だとか、循環器の専

門医がこれまで月２回が４回だとか、かなり診療を何とか整えることができまして、救急体制

も組めますし、何とか４月 24 日のオープンには間に合わせる医療体制が組めたというようなと

ころでございます。今回この常勤医師を採用できなかったということで 177 万 2,000 円、当然

ながら国保補助のほうからいただけないということは病院側としても意識しているのですけれ

ども、やはりそれに伴う医療体制を組むのに、これは当然人件費は係るというようなところは

町のほうにも一応相談させていただいていたというところで今回、一般財源のほうから振替え

のほうをいただいたというところでございます。ただ、やはりこの令和２年度以降も同じよう

に常勤医師が見つからなければずっと振替えできるのかと、そういうような考えにはまだ一つ

ならないのかと思いますので、これはまたその都度財政当局ともご相談させていただきたいと

思っております。 

○議長（松田謙吾君） 冨川農林水産課長。 
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○農林水産課長（冨川英孝君） 新型コロナウィルス関係ということであります。３月の市場

におきましては、素牛の取引の価格が白老関係で 90 万円台で推移したものが、今ちょっと詳細

の数値は押さえておりませんけれども、２、３頭で、実際下限のほうは 50 万円台という市場取

引が今回は結構多かったというような印象がございます。例年ですと、やはりもう 90 万円台か

ら 70 万円くらいの間、60 万円だとちょっと安いかというようなところで最近は推移しており

ましたが、３月の市場では 50 万円台が結構な頭数がいたということで、やはり素牛市場におい

ても５万円ないし、10 万円程度は価格の下げが現実的にあったかと捉えているところでござい

ます。 

 それからレストランの状況につきましてです。レストラン自体は１月、２月、３月となりま

すと、比較的閑散期ということになりますので、それにプラスして当然の影響はあったと思い

ます。そういった中では、具体的な数字は押さえていないのですが、この時期に百貨店ですと

か、そういったところに行商というか行かれる方、それが１月、２月、３月全て飛んだという

ようなお話もありまして、その影響額については、これは１社からの聞き取りですけれども、

1,000 万円ぐらいの見込みが全てなくなったというようなことで、そういったことを考えます

と影響は少なくないだろうと捉えているところでございます。 

○議長（松田謙吾君） ６番、前田博之議員。 

○６番（前田博之君） まず病院の人件費見合いです。答弁で病院の対応についてはわかった

のだけれども、端的に聞くと、この 177 万 2,000 円については、２月、３月、出張医とか病院

の常勤医師のことなのだけれども、人件費見合いの部分でそういう部分に出たのか、あるいは

177 万 2,000 円は何に逆に使ったのか、その辺をきちんと明確にしてほしいのです。それと、

その使い方によっては交付金の要綱の趣旨にあった使途になっているのかどうかということで

す。その辺の整合性が取れているのかどうかということです。 

 それと畜産の関係です。非常に厳しい状況の流れの中にあるということは理解しました。も

っと具体的に企業畜産ではなくて、個人の農家はどれだけの今肥育もそんなに出てきていませ

んけれども、繁殖に切替えているのだけれども、今も 50 万円前後と言っていましたけれども、

個人の農家からすると具体的にどのような影響が出ているかということを押さえているかと。

企業畜産は頭数が多いから別として、個人農家のほうの影響がやはり大きいと思うのです。そ

の辺の認識と、レストランが非常に厳しい状況がありますけれども、それに対してはここで出

ているこの信用保証協会の部分も農家の人方も該当するのかどうか、その辺の対応策は考えら

れているのかどうか、その辺お聞きします。 

○議長（松田謙吾君） 冨川農林水産課長。 

○農林水産課長（冨川英孝君） 先ほど申し上げました市場の関係につきましては、あくまで

素牛市場ということで、基本的には個人農家の方もたくさん出されている状況ですので、その

影響というのは企業畜産、個人農家、体力の問題がありますので、やはり個人農家のほうが大

変だろうというところはありますけれども、市場の影響としては同様の形で影響を受けている

と考えてございます。 
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 それからレストラン関係につきましては、経済振興課のほうから答弁させていただきますけ

れども、農業につきましては農家支援ということで融資関係についてはスーパーＬ資金ですと

か、そういった中、経理融資というのは国のほうでございまして、それに対して今回は保証料

の免除ですとか、実質無利子化というのは国のほうで捉えておりますので、これに対しては町

のほうとしては特別対策を講じていないというような状況になってございます。 

○議長（松田謙吾君） 藤澤経済振興課長。 

○経済振興課長（藤澤文一君） 白老牛を取扱っているレストランということでございます。

白老牛を取扱ったレストランに特化したものではなくて飲食業全体、あるいは宿泊業、これに

ついては一部アンケートの調査票をいただいた中のコメントからすると、やはり前年と比較し

て４割減、５割減といったような状況の飲食業があると聞いています。一つは自営策として、

例えば今まで外食産業としてやっていたところがテイクアウトを始めましたとか、デリバリー

を始めましたというような自営策を取っているところもありますけれども、やはり相当収入減

になっているところはあるだろうというところでございます。今回、補正予算を上程しており

ます貸付に対する保証料の助成、これについては当然ながら飲食店も該当になるというところ

でございますので、なかなか今の状況の中で資金繰りが大変だということで金融機関等を通し

てご相談があれば、この部分については該当になるというところでございます。 

○議長（松田謙吾君） 村上病院事務長。 

○病院事務長（村上弘光君） 177 万 2,000 円の分の用途でございます。まずこれはどこに使

ったかということで、人件費見合いとしては現在嘱託医、４月から会計年度任用職員ですけれ

ども、こちらのほうの人件費に充当しているということでございます。一応、用途のほうが、

これが要項に果たして沿っているかというようなことなのですけれども、私のほうで担当課通

じて聞いている限りではやはりこの交付金、これは常勤医師に限ってというような部分が聞い

ておりまして、そういう部分からいくと、こういった嘱託医だとか会計年度任用職員、また出

張医のほうにすぐそのまま充当できる部分ではないのかと、現時点での捉えはしております。 

○議長（松田謙吾君） ６番、前田博之議員。 

○６番（前田博之君） ではどういう扱いなのですか。私が聞いているのは内容的な、制度的

でいけば、今説明あったとおりです。常勤医師の人件費です。だけどそれが確保できないで使

えないお金が 177 万 2,000 円、普通であれば落ちますね。国から補助金もらって使っていない

のだから。一般財源に振替えて 177 万 2,000 円を病院で使うことになっているのだけれども、

今言ったように制度的では医師の確保、医師の人件費で落ちていると言っているのだけれども、

今の村上病院事務長の答弁を聞くとちょっと理解できないのだけれども、どういう使い道にな

っていくのか。このアイヌ施策推進交付金のほうではそういう制度になっているわけでしょう。

一般財源で浮いてしまっていますね。歳出で落とすのならいいのだけど。何に使ったのか。 

○議長（松田謙吾君） 村上病院事務長。 

○病院事務長（村上弘光君） すみません、答弁のほうが理解できなかったかもしれないので

すが。今回、まず一般財源に振替えたというのは、イコール交付金の、いわゆる常勤のほうに
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充当にできないから一般財源にしたと。本来なら前田議員おっしゃるように落とさなければい

けないのですけれども、ただ、本来落とすところを先ほど私が１回目に答弁したとおり、うち

の医療体制、こちらのほうが嘱託だとか、出張医師だとか入れなければ４月 24 日迎えられない

ということでの相談の上での振替えだったものですから。交付金の用途からいうと確かに何度

も言うように正規の職員のほうには、これは充当できないというようなことは理解していると

いうことでございますので、まずこの３月の部分につきましては、結果的には 177 万 2,000 円

といえどこれは病院会計に入るということは結果的には赤字補てんだとかというように捉えら

れてしまうかもしれないのですが、今回あくまでも交付金がなくても町としてウポポイの事業、

こちらのほうにはきちんと救急体制も含めて向き合わなければならないということでの措置だ

と理解しておりますので、今回につきましてはそのような形で一般財源の振替えをお願いした

いというところでございます。 

○議長（松田謙吾君） 三宮アイヌ総合政策課長。 

○アイヌ総合政策課長（三宮賢豊君） それでは私のほうから交付金の制度的な部分です。村

上病院事務長の言っているとおり交付金の対象になるのは、常勤の医師ということでございま

す。それで今回、交付金の部分を落としていると。あと非常勤であるとか、出張医師、この部

分については対象外になるということで、この部分を一般財源でやっているということで認識

しております。 

○議長（松田謙吾君） ６番、前田博之議員。 

○６番（前田博之君） 常勤医師を確保できないから、常勤医師としての 177 万 2,000 円は本

来不要額になるのだけれども、交付金の限定使途以外であっても嘱託医とか、出張医の人件費

に充当したその分を一般財源に振替えて、そちらに充当したという言い方でいいのですか。そ

れは交付金の制度上、許されるということでいいのですか。片一方ではだめだといいながら、

片一方ではそういうふうに振替えるといっているのだけれども。会計監査でもいろいろ出てき

ますから、その辺のことをきちんと整理をしておかないと、言葉がいいのかどうかわからない

けれども、村上病院事務長もちょっと言ったけれども、赤字補てんに全体に薄められるような

177 万 2,000 円になってしまっているのか、それをきちんと明確にしておかないとだめなので

す。私が聞いているのは、その病院がどうこう、このお金がどうこうではなくて、制度上、目

的がきちんと決まっているのにどういう形で転用したのだと、目的が使途にしたのだと、それ

がきちんと整理をされて、ここで出ているのかと。本来、私も言っているし、村上病院事務長

言っているように、本来は補助金の要項に定めた目的外に使っていないのなら本来落ちてくる

はずなのです。だからそれを使っているからどうなのだということを聞いているわけです。そ

れを分かるようにきちんと説明してくれればいいということです。 

○議長（松田謙吾君） 大黒財政課長。 

○財政課長（大黒克己君） 整理をさせていただきます。今回、あくまで今、三宮アイヌ総合

政策課長のほうで説明したとおり、今回のアイヌ施策交付金は常勤医師でなければ対象になら

ないということで、今回は常勤医師ではないので、まずアイヌ施策交付金は全く対象から外れ
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るということでございます。だからそこは一旦切り離してもらって、では何でそこの部分を一

般財源に振替えたかといいますと、そこは村上病院事務長が先ほど答弁したとおり、その部分

を嘱託医師等の人件費に逆に充当するために、その部分の繰出しを一般財源に振替えてやった

ということでございます。あくまでもそこはもう町独自の判断といいますか、交付金は全く対

象外でございますので、その切り離した上で必要経費ということで今回この財源振替をさせて

いただいたということだと認識してございます。 

○議長（松田謙吾君） ６番、前田博之議員。 

○６番（前田博之君） そうしたら前回、繰出金 5,000 万円出しましたね。だけど今回、アイ

ヌ施策交付金 177 万 2,000 円は落としましたというのはわかりました。だけど 177 万 2,000 円

を、極端な言い方すると 5,000 万円にオンしたような形の扱いみたくなるということですね。 

○議長（松田謙吾君） 大黒財政課長。 

○財政課長（大黒克己君） そこの町立病院に対する繰出金を整理をさせていただきます。当

初予算におきまして、繰出金が２億 7,749 万 8,000 円ございました。その上で 11 月の一般会計

第６号補正におきまして、今回のアイヌ政策推進交付金絡みの補正予算が全体で 3,127万 4,000

円、このとき補正してございますが、その内、一般財源 625 万 6,000 円出ております。その中

に今回の医師の確保分も含まれてはいます。その後、12 月議会の７号補正におきまして 5,000

万円を補正させていただいて、これも 5,000 万円の財源は一般財源でありました。トータルし

まして今回 11 号補正で 177 万 2,000 円を交付金から一般財源に振替えることによって、総額で

一般財源は３億 3,552 万 6,000 円、当初予算との比較では 5,802 万 8,000 円、これが今回結果

として追加で繰出した一般財源ということになります。 

○議長（松田謙吾君） ほかに質疑のあります方はどうぞ。 

 ２番、広地紀彰議員。 

○２番（広地紀彰君） ２番、広地です。15 ページ、商工費、新型コロナウィルス感染症対策

経営安定化事業について、１点伺います。新型コロナウィルス、関係の事業者の方たちにお話

を伺うとやはり被害が相当深刻で、私も３月 12 日の予算等審査特別委員会の中で新型コロナウ

ィルス関係に対する対応という議論をさせていただく中でも、古俣副町長のほうからも町とし

て黙って眺めているわけにはいかないと、そういったものの思いがきちんと具現化したのかと

捉えております。実際、商工業の方たちに伺うと、交流人口に関わる事業者さんからまず被害

のほうは始まり、また今水産加工の方たちもやはり中国どころか今、国内の旅行客が少なくな

って全く引合いがないと。さらに商工業者の方たちから伺っても、町内外のリフォームに携わ

った事業者の方にお話を伺ったのですけれども、トイレが日本中探してもないですというお話

でした。なので、今から受注しても引渡しが来年になるかもしれないという、そういった形で

もう想定を超えるような様々な被害が今、現実化しているところです。その中で、この事業の

価値や位置づけについて伺いたいと思います。そういった対応を国や道の制度も活用しながら

上程されてきたのかと感じていますが、町独自でこういった保証料の部分を補助していくとい

うのは比較的早い対応だったのかと感じていますが、先ほど戸田町長のほうからも行政報告の
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中でも近隣町村のいろいろと動向も踏まえながら判断もあったのかと思うのですけれども、比

較的この対応のスピードについてどのような形で町として考えてこの事業が上程されてきたの

かについて伺いたいと思います。 

 また、規模なのですけれども、100 万円ということですが、これは保証料に対しての補助に

なりますので、適用される事業者さんたちの保証料の差異があるので一概には言えないと思う

のですけれども、大体この 100 万円で恐らく１億円程度の融資に対する保証料の部分はカバー

できるのかと、これはもちろんおおむねで結構です。大体どれぐらいの融資の金額に対しての

対応の 100 万円なのかということについて伺いたいと思います。 

○議長（松田謙吾君） 藤澤経済振興課長。 

○経済振興課長（藤澤文一君） ただいまのご質問にお答えしたいと思います。まず、まち独

自のこういった支援対策、これ自体経営が困難になっている、経営に窮している事業者さんを

飛躍的に救済するような中身ではないということは理解はしておりますが、まずいち早く今、

国、あるいは北海道がいろいろな経営支援策を構築している中で白老町として何ができるのか

というところで、そこの隙間の部分という表現がいいかどうか分かりませんが、やはりそこの

借入れに係る部分の保証料、ここをまず手当しようというのが庁舎内部、あるいは金融機関と

協議した中で得た結論ということで、まずいち早くこれを実行しようということで今回、上程

させていただいたということでございます。 

 それから規模の部分でございます。今回、100 万円という形で上程させていただきました。

先ほど大黒財政課長からの説明でも行ったとおり、上限が 10 万円ということでありますので、

大体借入れに対する保証料が平均アベレージでいうと１％と換算すれば、お話があったとおり

１億円の借入れに対しての 100 万円ぐらいかということでございますが、実際のところ例えば

1,000 万円満額お借りするというところは過去の事例、例えばリーマンショックのとき等々み

ても、当座 200 万円、300 万円、あるいは 500 万円足りないというところが多いのかというと

ころを捉えると、例えば 500 万円の借入れでしたら 20 件分はあるだろうというところでござい

ます。借入れの相談の部分なのですが、今白老町でセーフティネットの保証認定をした件数と

してはまだ今のところ２件でございます。それと合わせて町内の金融機関に相談があった件数

が今のところ 13 件です。これはやはり借入れを行う上での条件として、前年度月比と今年度の

例えば３月との比較ということになるものですから、今相談に来ている部分は恐らく４月の融

資実行になるだろうというところで踏まえますと、今 13 件ですので、仮にこれが例えば 500

万円の借入れであれば、今のところ当座の 100 万円では間に合うだろうと。ただ、これがなか

なか終息しないというところが続くのであれば、利用状況の動向を見ながら次年度で増額補正

ということも考えなければならないかと捉えてございます。 

○議長（松田謙吾君） ２番、広地紀彰議員。 

○２番（広地紀彰君） ２番、広地です。私が金融機関の方にこういった新型コロナウィルス

の関係の対策の窓口というのは金融機関のほうもいち早く看板も掲げて対応を取っていたので

すけれども、実際私が２月の初めだったと思うのですけれども、金融機関の方にお話を伺った
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あたりは本当に１件とか、旅行業関係の方に限られたような、そういった相談があまり来ない

のだという担当者の方が当時はいました。ところが道の非常事態の宣言等々からどんどん深刻

さが増しまして、もう現状では今のところは 10 万円マックスで例えば 1,000 万円であると 10

件分ということになります。今後ということになりますが、これからまだまだ想定されないこ

とが想定していかなければいけないような状況の中で、３月 27 日開催予定の対策本部等で動向

も踏まえながらということで、今後のことも考えていく必要が明らかにされていますが、実際

まずセーフティネットの関係、保証は自治体の首長の認定が必要になってきます。ただ、やは

り実際に関連しているのかどうかが分からないだとか、または申請が苦手だという事業者さん

が何社かおられました。ですので、そういったあたりは専門的な部分をしっかりとサポートす

る必要があるのではないかと考えます。また、商工会や観光協会の方とお話を伺った中では、

町内の消費喚起を図るべきではないかと。商工会のある方はクーポンを導入して利活用できる

のではないかとか、いろいろな町内事業者の方でもアイディアをお持ちの方もいます。ですの

で、これから国、北海道からの様々な追加の対策が出てくるのではないかと感じています。そ

のような中で町としてこれからの新型コロナウィルスに負けないように事業者を支援していく

姿勢について、今後どのような対応をしていくかどうか、最後に伺いたいと思います。 

○議長（松田謙吾君） 藤澤経済振興課長。 

○経済振興課長（藤澤文一君） このたびの新型コロナウィルス感染拡大に伴って、北海道な

らず日本全国、世界的に経済不況に陥っているといったような状況の中で、我々としてもやは

りタイムリーに困っている事業者さんに情報発信するとともに、合わせて相談窓口としても役

場、あるいは商工会が担っていかなければならないだろうと。相談を受けた上でどういった制

度資金を活用したらいいのかとか、あるいはどういった対策を取ったらいいのかというところ

は、やはり我々もしっかりサポートしていかなければならないと考えております。 

 それから町内の消費喚起の部分です。先ほどちょっと触れましたが、例えば今巣篭もりとい

いますか、家の中に閉じ籠もってなかなか外食に出て歩かないというところも踏まえて、商工

会さんが旗振り役になって、飲食業をやっている方々がテイクアウトでこういうメニューを提

供しますというところも情報をいち早く収集して、今ホームページ上でここのお店でこういう

ものをテイクアウトできますというような、そういう町内消費を促す動きも出てきております

ので、お話したのはほんの一例ですけれども、やはりそういう動きですとか、そういったもの

も講じていかなければならないかと捉えておりますし、あと今、国が検討しておりますプレミ

アム付きの旅行券、こういった発行にも期待していきたいと捉えております。 

○議長（松田謙吾君） ４番、貮又聖規議員。 

○４番（貮又聖規君） ４番、貮又です。15 ページ、７款商工費、新型コロナウィルスの関連

についてです。この制度資金の融資の関係はもう理解しております。それに関連してなのです

が、今、国のほうがこの緊急経済対策で４月にも取りまとめるというところで、中小企業の支

援策として設備などに係る固定資産税を軽減する案が検討されているということであるそうで

す。この中で固定資産税は地方税でありますから、国が償却資産というのですか、固定資産税



 

 － 172 － 

分、それは補填することも視野に入れているという情報があるのですが、こちらその後、何か

国の具体的な動き等、分かれば教えていただきたいと思います。 

 また、先ほど広地議員のほうからも質問がありましたが、町内で消費喚起する取組、これは

まさに今非常に大事なことかと考えるのですが、例えば白老牛を扱っているハンバーグなんか

も催事を一つの事業展開されている事業者様はハンバーグがかなり余っていたり、またスイー

ツ等を扱っている業者様は今そういったスイーツがたくさん余っていたりだとか、やはり緊急

にさばかなければならないような事態というのが今起こってきております。そういったものに

対する窓口というのですか、それは商工会、観光協会と連携してということになるのですが、

何かＰＲするような手立てのようなことはお考えかどうか、まずこの２点お伺いいたします。 

○議長（松田謙吾君） 大塩税務課長。 

○税務課長（大塩英男君） 新型コロナウィルスの関連で税の関係のご質問でございます。税

に関してはいろいろと国のほうから通知がございまして、例えば税の徴収に関することという

部分で通知がきております。なかなか実際、本町においても個人事業主の方が新型コロナウィ

ルスの関係で景気が不安定になっているということで税の徴収を抑えてほしいというようなお

話も具体的にございまして、国のほうから徴収の猶予をしなさいというような通知がきており

ますので、国のガイドラインに沿ってそういうような形で実際に本町としても対応していると

ころでございます。 

 貮又議員からご質問のあった固定資産税につきましては、我々もまだ報道等で流れている情

報しかおりてきておりませんで、具体的に国からこういうような形でやりなさいというのは現

時点ではきておりませんが、その辺はこれは本町だけの取組ではなくて、これは全国的な取組

になってくるというような状況になりますので、国及び北海道の情報をきちんと収集した中で

今後対応していきたいと考えてございます。 

○議長（松田謙吾君） 藤澤経済振興課長。 

○経済振興課長（藤澤文一君） キャンセルになった部分ということですが、どれぐらいの範

疇でできるか分かりませんけれども、行政が担うのか、商工会が担うのか、先ほどちょっとテ

イクアウトメニューをホームページ上で掲載しているといったようなお話もしましたが、催事

場で用意していた食材が大量に今在庫があるというものに関しても事業者さん独自でやられて

いるところももちろんございますけれども、先ほどお話したテイクアウトメニューを提供して

いる店舗の一覧と合わせて、もしそういう状況があるのであれば、そういったところに掲載を

して町内の消費者に消費喚起を促すということは可能なのかと捉えております。 

○議長（松田謙吾君） 臼杵経済振興課参事。 

○経済振興課参事（臼杵 誠君） ただいまの件、具体的に今動いているところについては、

先ほどからちょっとお話あったテイクアウトなり、デリバリーというところの対応可能店舗一

覧というのを商工会のほうで一昨日アップしていただいているというのも一つなのですが、在

庫処分ということでいろいろなところで、特にまずは飲食関係の食品関係で在庫を抱えている、

賞味期限もあるものですので、そういったところにつきましては実は札幌商工会議所なのです
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けれども全道に門戸を広げてくれて、在庫処分ＳＯＳというウエブサイトをつくってい、全道

の企業さんがエントリーしていいですということで、札幌でやっていますけれども。うちも商

工会さんを通じてやりませんかということで、商工会さんもぜひやりましょうと会員の皆さん

にそういったツールもあるということで紹介をしたりしています。あと食品だけではなく、い

ろいろ資材が入ってこない、滞っているというところで、いわゆるＢｔｏＢのところで困って

いるところもありますが、そういったところについては、大阪の商工会議所でそういったよう

なウエブサイトをつくっていまして、ＢｔｏＢで資材を売りたい人、買いたい人、今滞ってい

るので、そういうのをうまく流通させようということで、そういった動きもいろいろなところ

でやられているものですから、我々のほうでこうやったらいいのではないか、ああやったらい

いのではないかというアイディアを考えるというのも一つなのですが、他力本願でいいところ

に乗っかるということも合わせて考えながら、やれることを今探しながら、３つぐらい動いて

いるところでございます。 

○議長（松田謙吾君） ４番、貮又聖規議員。 

○４番（貮又聖規君） まず、町内消費喚起等の取組は理解いたしました。 

 税の関係なのですが、実際に今、町内の飲食店、この３月というのは本当に１番稼ぎ時であ

りますが、私もいろいろヒアリングを行っておりますが、今月で 20 件ぐらいのキャンセルがあ

る飲食店が結構ございます。その中でもちろん融資制度も大事ですけれども、現金が回らない

と、現金がやはり必要になるというような事態が発生している状況であります。その中で、ま

ず、先ほど私が申した国の固定資産税を軽減する案、大塩税務課長のほうからは税等の猶予の

お話がありますが、白老町条例の固定資産税の減免ですとか、あと水道料、それから下水道、

これらの減免規定、免除規定、それぞれありますが、そういったところで手助けするような支

援策も必要ではないのかと考えております。その考えについてのまちのお考えをお伺いしたい

です。 

 それから、また国のほうの中小企業の支援策、設備などの固定資産税の軽減、これがもしも

実施された場合には、今税務課はいろいろな業務量を抱えていて、要は確定申告もずれ込んだ

り、そして４月、５月というのは非常に忙しい時期であって、もしこれが国のほうで決まった

場合は本当に職員総動員ぐらいの業務量になるかと思うのですが、そういった準備体制という

のですか、視野に入っているのかどうかお伺いいたします。 

○議長（松田謙吾君） 大黒財政課長。 

○財政課長（大黒克己君） 税の減免等のお話ございました。これにつきましては、今新型コ

ロナウィルス対策等も含めていろいろ今後も考えていかなければいけない状況の中で、その財

源というのはやはりどうしても町としても、町に限らず地方自治体全てだと思うのですけれど

も、やはり町税という部分が非常に重要な位置を占めるかと思っておりますし、その中でも固

定資産税というのは基幹の税でございますので、そこの減免という部分については今後町が対

策を打つ上でもやはり重要な位置を占めますので、かなりその辺については逆に厳しい状況で

はないかとは考えてございます。 
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○議長（松田謙吾君） 大塩税務課長。 

○税務課長（大塩英男君） 貮又議員から税務課の体制としてというようなお話をいただきま

した。一つの例で貮又議員から確定申告のお話をいただきまして、私たちとしても確定申告自

体は白老町としては１カ月延ばさずに３月 16 日で終了させていただいたところですが、町税申

告ということで町民税の申告については１カ月期間を延ばして今も実際のところ申告を受けつ

けているところであります。そういった状況も踏まえた中で、これからいろいろと固定資産税、

国の動きも踏まえた中で対応していかなければならないという部分は重々承知しているといい

ますか、準備はしているところでありますので、なかなか今後これから賦課の時期に向けて、

今もいろいろと大変な時期ではあるのですけれども、もちろんそういった国からの指示なり

等々を受けた中できちんと万全な体制を整えていきたいと考えてございます。 

○議長（松田謙吾君） 本間上下水道課長。 

○上下水道課長（本間弘樹君） 上下水道使用料の減免の関係でございますが、現時点で町内

の事業者さんのほうから具体的なご相談というのは今までのところはいただいてはいない状況

ですけれども、もし今後そういったご相談等をいただいたときになかなか確かに使用料の減免

という部分でいきますと、現時点では難しい部分があろうかと思いますけれども、そのご相談

の状況に応じて納付の猶予ですとか、あるいは分納の相談ですとか、そういった部分ではしっ

かりと対応していきたいと考えております。 

○議長（松田謙吾君） ４番、貮又聖規議員。 

○４番（貮又聖規君） 理解できました。例えば固定資産税の減免であれば町税、白老町条例

の第 71 条に定まっており、特別の事由があるものというところでの範囲で、これがまた規則を

受けて、規則第 22 条では固定資産税の減免で今回の新型コロナウィルスが該当するかというと、

実ははまらないということは承知してございます。ただ、やはり飲食店のみならず宿泊施設等、

本当に様々な事業者は大変なところで、少しでも現金が出ていかないというのですか、そうい

った施策が必要なのかと。ですから、今町民の皆様に現金をばらまけとか、そういうことはも

ちろんできないというところでありますけれども、町の施策の中で法制度にのっとった支援策

ができればと思いましたので質問させていただきました。これは最後になりますけれども、理

事者のほうで何かそういった動き等を踏まえていかがでしょうか。 

○議長（松田謙吾君） 古俣副町長。 

○副町長（古俣博之君） 今、商工業者ばかりではなくて、この今回の新型コロナウィルスの

感染に関わって健康管理も含めて、どういうような対応を町として取っていかなければならな

いかということでるる質問があったかと捉えております。私たちもしっかりとした、町民自身

がまずはこの新型コロナウィルスに対しての抵抗感を持ちながら日常生活をきちんと営んでい

く、そういう対応を全てにわたってしっかりとやっていきたいということで、これまで６回の

対策会議も進めております。そういう中で個々の部分、様々な形での対応策を取りながら、そ

れを打ち出してきているところでございます。特に商工業者に対する様々な方策が考えられ、

議員の皆様方からもご提案もご提起もあったわけですけれども、まずはそれらは、今 27 日もま
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た７回目の会議をやるわけですけれども、その辺のところも踏まえて、提案あった部分を踏ま

えてやりたいと思います。ただ、町単独で今やるというところが結局は町の財政的な部分もし

っかりと考えて打ち出していかなければ、これがそのことによって町自体が弱くなっていって

は、これはまた大変なことになりますので、国との関係、北海道の今回出されています補正の

部分も含めて内容を確認しながら、そしてそれを上手にまずは利用させてもらうと、活用させ

てもらうと、そこから町の体制づくりをしながら、商工業者の皆様方の苦しみを十分つかまえ

ながらも、町全体としてのこの新型コロナウィルス対策をしっかり進めてまいりたいと思って

おります。 

○議長（松田謙吾君） ほかに質疑はございませんか。 

 13 番、氏家裕治議員。 

○１３番（氏家裕治君） 13 番、氏家です。私は町長に一言お伺いしたいのです。今、全国的

に東京が爆発的な感染者が増えてきている。あと、大阪、神戸等々の話は聞きますけれども、

白老町においてはまず感染者がまだ出ていない。全国的な流れで様々な行事が縮小されたり、

中止をされたりしている。そこがすごく今、商工業者さん、飲食店街を締め付けている大きな

要因になっているような気がします。北海道では緊急事態宣言は一応解除されましたけれども、

まだ終息には至っていないということでの締め付けはあるようですけれども、白老町として白

老町の町民の方々が動けない状況を全国のそういったレベルの中でつくり上げられているよう

な気がしてなりません。今４月に向かって役場内でもそうですね。歓送迎会等々も今までやっ

ていたものを自粛しなさいという話も多分、町長から指示ではなくて各部署がそうした考え方

の中でやってはだめなのではないかとかといういろいろな形の中で多分、自粛されているので

はないかと。各町内会の総会、様々そういったところでどうするとなっています。こういった

ところ白老町としての発信のもと、やはりそういったところ、私もこういうことを言っていい

のかわからないけれども、動きやすいといったら変ですけれども、例えば 20 人以下だとか、10

人以下だとか、そういう形の中でやれるものに対しては飲食店等々うまく使っていただきなが

らやられるべきではないかと。ずっと皆さんのいろいろな話を聞きながら思うことは、いろい

ろな商工業者さんがいらっしゃって、例えば在庫の話もありました。臼杵経済振興課参事のほ

うからもいろいろな話がありましたけれども、各商工会さんの中できちんと考えられるべきも

の。行政がいくらやるとしてもなかなか難しいことですから、商工会さんの中でいろいろな情

報を持ちながら、そして白老町の商工会として動けるべきことは動く。そして行政がやるべき

ことはやる。そして町民の活動をどこまで担保して動かしていくのかということを町長の口か

らやはり言っていかなければいけないのではないかと思いますけれども、そこについての１点

だけお伺いしておきたいと思います。 

○議長（松田謙吾君） 戸田町長。 

○町長（戸田安彦君） 今回の新型コロナウィルスの感染症の対策については、まずは知事が

緊急宣言を出したような状況から続いていますので、人の接触等々の大勢いるところとか、マ

スコミ等々で発表されているようなところは極力控えてもらいたいというのは大前提で、１番
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悪い例はやはり感染者が出るとか、感染者が増えるというのが１番だめなことだと思っており

ますので、それを防ぐためにはどうすればいいかというところはまず根底に考えなければなら

ないと思っています。ただ、今氏家議員がおっしゃるとおり、道のほうもそればかりをやって

いると経済や生活が成り立たなくなってきて、逆なストレスも個人的にはたまってきていると

いうのも一方でも言われておりますので、今は新型コロナウィルスの感染症対策と合わせて経

済の活性化も含めて両輪でいこうという発表がありましたので、白老町としては 27 日の対策会

議で、３月いっぱいは公共施設等々も自粛をしている最中で、各町内会や各団体も協力をして

いただいている状態でございます。３月いっぱいはこの体制でいって、４月１日からは、今、

北海道や国の動きも見ながら、対策も含めながら、それはどの段階まで解除していくというの

は 27 日の会議で決めたいと思っていますが、今までよりは少し動けるような、活動ができるよ

うな形で進めたいと思っています。ただ、その活動の中にも今、道が示しているマスクをつけ

るとか、できるだけ人との距離を保つとか、密集する場所にはなるべく行かないようにすると

かという制約はかけなければならないと思っておりますので、その中で経済の活動をどこまで、

例えば 10 人するとか、20 人にするというのはまた根拠のない話になりますので、この辺は全

国的なきちんとした専門家の意見も聞きながら、国とも連携をしながら、情報を密にしながら

進んでいきたいと思っていますし、今の段階では行政報告で申し上げたようにウポポイのオー

プンとか、学校の入学式とかは、通常通りかどうかは別としてスタートする予定でありますの

で、徐々に徐々に通常の生活に戻れるようにしたいとは考えています。 

○議長（松田謙吾君） 13 番、氏家裕治議員。 

○１３番（氏家裕治君） 13 番、氏家です。私は今の白老町の現状、もう２月末からこの新型

コロナウィルスの関係で、ずっと全国的に様々な各商工業者、そして市町村の町民、全てがこ

れに関わってきたのです。商工業者さん、特にうちのまちにおいては感染者はいないです。い

ろいろな情報はありましたけれども、結局はいない。いないのであれば、やはりこの３月いっ

ぱい、もう今日３月 26 日です。ほかではまだまだ出てきているかもしれないけれども、北海道

はある程度、終息に向かってきているのではないかといわれるような状態であります。明日の

そういった会議を含めての話になるかもしれませんけれども、やはり早く町内の商工業の活性

化を一日も早く作り上げていかなければいけない状況になってきているのだと思います。この

まま止まってしまうと、いくらそこにお金をつぎ込んでもやはりにっちもさっちもいかなくな

ってしまう状況ができてしまう。お金を借りたら返さなければいけないわけです。いくら利子

補給をしてもらっても、何をしてもらったところで借りたお金は返さなければいけないわけで

すから。現金がないとか、あるとかではなくて、借りたら返さなければいけない。この負担は

小さなお店になるほど大変になっていくことでありますので、私は今やはりまちとして動ける

環境を作り上げていく、それが１番大事なのかと思っておりますので、白老の中の商工業者さ

んを支えていくのはまちの、町長からのうちのまちはこうだという一声がまちを動かす大きな

原点になるのかと思いますので、その辺を全道、全国の動きを見ながらになるかもしれません

けれども、やはり白老町としての考え方をきちんと示していくことが町民の安心安全にもつな
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がっていくかもしれませんし、町民の活動の一つの活性化にもつながっていくと思いますので、

そこのところをしっかり訴えていただければと思います。 

○議長（松田謙吾君） 古俣副町長。 

○副町長（古俣博之君） 町長がさきに答弁したことがまずは主に明日の会議等も含めて、４

月からの体制を組んでまいりたいと考えておりますけれども。今の段階においては、やはり感

染拡大をしっかりと防止しなければ、まずはならないということが前提にあると認識をしてお

ります。今の国もそうですけれども、それぞれの地域の状況を踏まえた形で次の動きを作ると

いうことでございますから、今の段階ではうちでは何とか感染者も出ない中での状況が作られ

てきております。今後、学校の休校が終わって再開も含めて、今後どういうふうになるかわか

らない部分はたくさんたくさん注意しなければならないところはありますけれども、明日の会

議の大きなテーマは、感染に対して最大の注意を払いつつ、徐々に社会的な活動を復帰させて

いく時期という位置づけで、本町の４月以降の体制作りといいますか、動きを作ってまいりた

いと思っています。ただ、何度も申し上げますように、やはりどこでクラスターというか、そ

ういう部分が起きるかわからない。誰が感染の菌を持っているかもわからない。そういう中で

の一つの動き作りですから、十分な感染防止は最大限押さえながら、今後の本町の新型コロナ

ウィルスに対する対応を決めていきたいと考えています。 

○議長（松田謙吾君） 13 番、氏家裕治議員。 

○１３番（氏家裕治君） 13 番、氏家です。今、古俣副町長から言ったこと、また町長からの

答弁でも私は理解しているつもりでいます。ただし、学校も再開するわけです。いろいろな予

防策を取りながら。町民も買い物にも行きます。そこには人数制限はないです。でも、町民は

町民なりに予防策を取って行っているわけです。ですから、例えば議会も役場もそうですね。

この議会も 10 時から始まって、大体３時、４時までやるわけです。でも皆さん予防策を取って

やっているわけです。なぜやるかというと、うちのまちには感染者がいない。でも、今、国や

各都道府県の中ではこういったウィルスの拡大に向けて予防しようという動きになっているか

ら、みんなも頑張ろうという形の中で今やっているわけです。そういうことであれば、やはり

飲食店やそういった様々なところが外出しないほうがいいのだとか、多く集まる場所に行って

はいけないとかという規制の中でやられているわけです。ですから私は、例えばまちの歓送迎

会だとか、町内会の総会だとか、そういったものについては皆さんやはり予防しながらいろい

ろなところに行くのと同じ、日常生活とそんなに変わるわけではない、または予防しながら、

こういう活動をしていきましょうというような、そういった流れを作っていかなければならな

いのではないかと思っているものですから、そういった質問になりました。大体は今の町長、

副町長の考え方でわかりましたけれども、いち早く白老町としての経済活性化に向けての流れ

をしっかり作り上げていっていただきたいということで、提案だけさせていただきたいと思い

ます。 

○議長（松田謙吾君） ほかに質疑のあります方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松田謙吾君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松田謙吾君） 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 議案第 24 号 令和元年度白老町一般会計補正予算（第 11 号）、原案のとおり決定することに

賛成の方は挙手を願います。 

〔挙手全員〕 

○議長（松田謙吾君） 全員賛成。 

 よって、議案第 24 号は原案のとおり可決されました。 

                                         

    ◎散会の宣告 

○議長（松田謙吾君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 議長より、念のため申し述べておきます。明日、３月 27 日から６月 30 日までの間は、休会

となっていますのでご承知願います。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

                              （午前１１時３５分） 
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